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見沼たんぼくらぶのイベント 
  

見沼ふれあい農園 2号地 秋野菜栽培 

 

 本年度の見沼ふれあい農場 2号地の秋野菜栽培は 9月 11日（土）の種蒔きに始まり比較的天候にも恵
まれて 5回目の 11月 13日（土）に最終収穫作業を迎えることが出来ました。栽培作物はほぼ昨年度の品
種と同じく、大根（青首・紅・二十日）・蕪（小・赤）・サニーレタス・春菊・法蓮草・水菜でした。畝は

12 本で、夫々の畝にはマルチ農法のためのカバーが張られました。畝と畝の間隔は除草機の運転間隔を
配慮して、畝方向は東西向きに設定しました。 
作業員は県による一般公募と当会会員から募集した方々により構成され、これに当会担当理事が加わり

ます。新型コロナウイルスの蔓延の影響で、実際の実働人員は 1回平均 52名と例年に比較してやや少数
でした。しかし、参加日数の多い方々による協同した作業は非常に効率が良く、また 1/4を占めた子供た
ちも親達と共に初めてと思われる農作業に一生懸命に勤めて頂きました。栽培品種が多いこともあり、当

会理事の指導のもと班編成作業を採用しました。事前の準備作業である畑の除草・耕耘・施肥・畝作り・

マルチなどは担当理事の 2日間にわたる結果によるものです。 
 1 回目の作業は参加者 58 名による種蒔き作業です。小雨がパラつく事もありましたが、無事に予定の
作業を完了させました。初めての方も指導を受けて器用に実施していました。 
 ２回目は除草と間引きです。雑草は種蒔き後の 2週間で可なり伸びており、特に畝間にはギシギシ（タ
デ科）が耕耘の際に切断された根茎から芽を出した幼草が畝間に多くありました。目で確認できる程度の

根茎は取り除きました。畝間の除草は毎回作業の前に理事の指示により除草機によって処理しています。

作業員の除草は畝及び除草機の処理し難い場所が対象です。この時点の間引き品はまだ幼葉のものが多く、

量も多くはありませんでした。 
 ３回目は除草、二十日大根の収穫及びその他作物の間引きの作業です。まだ、サニーレタス種の残りが

あり、二十日大根収穫の畝にそれを蒔きました。二十日大根及び間引きの品は家族単位に均等に区分して、

参加者には僅かながらも始めて持帰る品が出来ました。 
4回目は除草、成長した水菜・法蓮草・サニーレタスの収穫と、大根・蕪の間引きです。なお、収穫対

象種は柔らかく崩れやすいので、事前に理事や経験者による収穫を行い、鋏で泥根の切断することにしま

した。これらを家族単位数に均等に山積して希望のものを持帰って頂きました。 
 5回目の最終収穫日の 11月 13日（土）は晴天に恵まれ、風のあまりなく、良好な作業日和となりまし
た。流石に、参加者 60 名と最高となりました。青首大根・紅大根、小蕪・赤蕪は程よく成長していまし
た。これを大根班と蕪班の 2班に分かれて収穫です。参加の子供たちには事前の班分けの際に希望を確認
しました。ただ、3回目の作業時に蒔いたサニーレタスはまだ、成長途中であり、柔らか過ぎるので、理
事により収穫して別途希望者に持ち帰り願いました。なお、全部の収穫が終了した畝についてはマルチの

除去し、更に、各畝を平らに直すなど、畑全体を平坦化させて頂きました。 
 収穫の大根及び蕪は所定の場所に収穫した品を集積して頂き、それを参加した家族単位に均等に区分し

て持ち帰って頂くことになりました。参加の皆様お疲れさまでした。   （若野忠男記） 
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          見沼たんぼくらぶのイベント 

こぐま保育園 芋掘り       
 

気持ちの良い秋晴れのもと、子ども１４名と大人４名でサツマイモの収穫を体験させていただきました。

子どもたちは副会長さんのお話を真剣に聞き、無心に取り組んでいました。大きな芋を堀り出す時に歓声

をあげる子どもたちに「こっちの芋も大きいよ」と声をかけたり、「こんな大きいの掘れたよ」と声を掛

け合って大喜びの子どもたちでした。 

 意欲的に取り組む子どもたちの姿に、大人も幸せな気持ちになりました。帰園してから、芋堀の絵を描

いて小さいクラスの子どもたちにもみせてくれました。来年も楽しみです。ありがとうございました。 

                                       (渕上 記) 
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1977 年 4 月、認可保育園としてスタート

しました。 

その後、地域の子育てセンターとして、産

休明けの保育・長時間保育・障害児保育・

子育て支援をしてきました。 

      さいたま市緑区宮本 
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第 82回見沼の自然と史跡を訪ねて 

 

10月 23日（土）「第 82回見沼の自然と史跡を訪ねて」が開催された。当日は晴天に恵まれ、気温も適温で

あり観察日和でした。「緊急事態宣言」も解除されてはいるが、まだ外出の姿勢まで本格化しないためか、参加

者は 14名と少なめであった。 

観察コースは、公園管理セ棟前（集会）―芝生広場北側―芝川

右岸堤防―公園南側畑地―芝川小学校前―見沼代用水西縁・敷島

橋―天沼神社・大日堂―敷島橋―見沼代用水左岸見沼の伝説展示

板―公園の池―公園管理棟前（解散）となる。体温チエックを済

ませ 2班編成で観察開始である。 

公園の樹木は公園開設時に植栽されたもので、健やかに成長し

た常緑樹のスダジイなど、また、落葉樹のオニグルミ・ケヤキ・

クヌギ・コナラなどが果実を地上に落としている。 

 公園を出て、芝川の堤防に階段をのぼる。通常背の高い野草が

覆っている場所だが、今は綺麗に除草されて、越年生のイネ科の

幼草などが群れて陽に映えている。 

芝川は見沼田圃で見沼代用水東・西縁の間にあり農業用水の排水を集めて流す川としての機能を有し、また、

見沼通船堀を活用した流域地域からの年貢米や特産品など、更には江戸から様々の生活物資などの輸送路とし

て活用されていた。現在はその機能の多くが失われているが１級河川として存在する。 

堤防を降り、公園南側の畑を観察する。畑で働いていた方からエゴマ(シソ科)のことを教えて頂く。畑を出

て芝川小学校前の道を通り、見沼代用水西縁左岸に出て、敷島橋を渡り天沼神社に向かう。 

赤い両部鳥居が迎えてくれる。これは柱の前後に控柱を設け、本柱と控柱との間に貫を付けた鳥居で、神仏

習合の神社にみられるもので、東隣には大日堂がありこの様式である。この神社はかって熊野神社と呼ばれて

いたが、明治 40年(1907)には周囲の神社の合祀を行い、翌年社号も村名を冠した天沼神社へと改称したという。

祭神は伊弉諾尊・伊弉冉尊・天照大御神である。 

拝殿の前にしめ縄をされたクスノキはその時に植栽されたとされるが、既に 110年を超えている堂々とした

巨木である。他の樹木にヒマラヤスギ・タイザンボク・スダジイ・クスノキ・マツ・スギなどがある。百日咳

に霊験があると言われ、治るとシャモジを納めたことから「おしゃもじ様」と呼ばれたこの地域の鎮守様であ

る。 

東隣の大日堂に行く。この寺院の本尊は大日如来で、鎌倉時代に創建されたと伝えられる。この寺院には建

治 2 年(1276)の年号を刻んだ高さ 2.07m の石塔婆や市の天然記念物の樹高 14.5ｍのスダジイ老木がある。こ

の寺院は見沼田圃の干拓に欠かせない農業用水の確保を利根川に求めて見沼代用水の工事をした井澤弥惣兵衛

為永の事務所でもあった。ここには見沼田圃にまつわる龍伝説がある。その伝説の掲示板が見沼代用水西縁の

左岸あるので、そこに足を延ばした。写真はその掲示板である。 

合併記念見沼公園に戻り、南門から入り池の観察に向かう。池にはかなりの水鳥が来ているが、その多くは

カルガモである。コガモは僅かであるが確認ができた。「冬鳥」の季節が来ていることを実感する。 

ほぼ予定の時間ともなり、公園管理棟前で解散となる。（若野忠男記） 
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加田屋新田の冬景色。 

立春の日近い小春日和の一日、暖かな日差しを受けた緑

色の「ヒコバエ」と、黄色の「稲の切株」の混じった加田屋

新田を画く。正面の道路は締切橋から日光御成街道に通

ずる県道、左方台地上を流れる見沼代用水東縁の縁には

桜並木が長く続く。冬の桜並木は枯れ枝の集まりの為、彩

色すると開花している感じになるのが悩ましい。 

 

   

                                  

 
 

     

 

 

 

井沢弥惣兵衛為永翁像（見沼自然公園） 

翁は 1654年（承応 3年）和歌山にうまれ、若くして紀州藩に 

仕え吉宗が八代将軍になるとともに江戸に召しだされて、新田開 

発で財政改革に多くの貢献をした。１７２7年には利根川から 60 

㎞に及ぶ見沼代用水を僅か半年で完成。見沼たんぼ 1200ヘク 

タールを開発したほか、「見沼通船堀」を開通させました。 

この銅像は生誕 350年を記念して見沼代用水沿線の方々の 

寄付により建てられたもので、製作者は細野稔人氏。  

 

 

 

 

 

 

       
 

 

 

 

 

 

木づるし」は農家が手早く藁を干すために作られたもので、 

 昔は一般的な農村風景だったようです。今では機械化が進み、 

   なかなか見られない風景になってしまいました。見沼ではフナノ 

   保存会の方々が復元した藁塚「フナノ」をつくって下さいますが、 

   「フナノ」製作は隔年のために、今回は「木づるし」のはんの木に 

作って下さいました。 今は珍しい風景です。 

 

 

根木輪の庚申塔（３体像） 

村の人々の信仰により建てられたもので、時代により形や絵

柄が異なる庚申塔をみくらべられる。バス停根木輪近くの石

仏群で左端が旧大宮市内で最古のもの。岩槻林道町の石

工田中武兵氏は岩槻史にもしるされており、その名工ぶりが

うかがえる。 

 

作者 小山幸子 

画題 木づるしのある風景 

加田屋新田の冬景色。 

立春の日が近い小春日和の一日、暖かな日差しを受けた緑

色の「ヒコバエ」と、黄色の「稲の切株」の混じった加田屋新田

を画く。正面の道路は締切橋から日光御成街道に通ずる県

道、左方台地上を流れる見沼代用水東縁の縁には桜並木が

長く続く。冬の桜並木は枯れ枝の集まりの為、彩色すると開花

している感じになるのが悩ましい。 
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   見沼たんぼを支える農家さん        

「十色（といろ）」サカール祥子（さちこ）さん 

 ぼたんの寺として有名な南部領辻の総持院のすぐ脇に、今、注目されている世界各地のとうがらしを栽

培している畑があるのをご存知ですか。今年３月、新規就農した女性３人が立ち上げた農業法人「合同会

社 十色」の畑です。その代表を務めるのがサカール祥子さんです。 
 学生時代、見沼で農業系の活動をしている任意

団体に所属して農業の面白さに目覚めたという、

サカールさん。その後、福祉系の NPO法人の立
ち上げに関わり、農体験イベントを企画運営して

いくなかで、見沼の農業が抱える問題に気付きま

す。「見沼たんぼ」とはいうものの、現在では農

地は全体の42％ほど、そのうち田んぼはわずかに
6％ほどしか残っていません。その農地ですら、
高齢化や後継者不足で年々耕作放棄地が広がっ

てきています。これまで先人たちの努力によって

受け継がれてきた、この見沼の風景を次につなげ

ていきたい。そのために、もっと自分たちの手できちんと農業に取り組んでみたい。そんな想いが募って

いた時、コロナで世の中が大きく変わったのを感じ、一緒に活動していた同世代の釘宮葵さん、松葉早智

さんの3人で思い切って独立し会社を立ち上げました。 
 農地を守っていくためには長く維持していくことが必要で

す。そのためにはそこで働くことで生活していけることが重要

で、自力できちんと稼げなくてはならない。そこで「農産物の

生産」と「農体験イベントの主催」という２本の柱を据えまし

た。そして、たまたま試しに育てたとうがらしの色と形に魅了

され、改めて調べてみると世界各地で3000種類以上が栽培され
ていて、さらにかつては見沼でもとうがらしの生産が盛んだっ

たという歴史も発見！地域に根ざした作物を作りたいという

想いにも叶い、また激辛ファンや飲食店などからのとうがらし

の需要が高い割に、国内自給率は低いことがわかりました。その辛さで害虫がつきにくいことも、サカー

ルさんたちがこれまで取り組んできた農薬や化学肥料を使わない農法に合っていたため、とうがらしを生

産の中心とすることに決めました。現在は田んぼ3反と、畑6.5反でとうがらしの他に米や里芋、小麦など
を作っていて、季節に応じて様々な体験イベントも行っています。（詳しくは下記ホームページを参照） 
 今年は日本やメキシコ、ブラジル、インド、タイなどのとうがらし10数種類を栽培しましたが、毎年種

類を増やしていって、さいたまを「激辛の聖地」にしたい！そして見沼のこの環境を守りたい！というサ

カールさん。今の見沼の豊かな風景は、1958年の狩野川台風の際に見沼たんぼの遊水機能が注目され、長

年開発による農地の転用が規制されたことが大きな要因といわれています。しかし、何よりも水に悩まさ

れながらもずっと農地を守ってきた多くの人たちの長い間の努力と苦労があったからこそ、今のこの姿が

残されたといえます。またひとつ、とうがらしの熱いエネルギーが見沼を未来へとつなげていきます。 
                                  （高橋いずみ 記） 

HP:toiro-farm.com お問い合わせはメールで:info@toiro-farm.com 
写真左：サカール祥子さん（後ろは体験水田） 写真右：ブラジルのビキーニョはこんなかわいい形！ 
 

mailto:info@toiro-farm.com
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NPO法人 ともに生きる会  さんご       

  さいたま市南区根岸３－８－１４ 

048-837-4546 

   （障がい者施設） 

・就労継続支援 B型事業所 さんご       

・居宅支援事業所     さんごじゅうご   

・共同生活援助（グループホーム）さんご 1・3号館 

・短期入所（ショートステイ）  さんご 2号館 

 

当会はハンディがある人もない人も同じ社会の一員として、地域の中で当たり前にともに生きてともに

働きたい、という想いの人達が集まって 1998年に設立しました。「さんご」は、小さなたくさんの生き物

が集まって綺麗なサンゴ礁を作ります。サンゴ礁には魚など多種多様な生き物が共生し綺麗な環境を作り

ます。そんな社会を築き、輪が広がればいいなという思いで、「さんご」という名前を借りました。 

さんごでは、ともに働く仲間として利用者さんをスタッフと呼びます。自分はここにとって、なくてはな

らない存在であるという気持ちを感じられるよう、やりがいを大切にしています。その為には働くことを

主軸に自分の事は自分で決めること、地域とつながることを重視して活動しています。 

さんごの自慢は・・・ 

◎宅配弁当製造 １食５２０円       

◎焼き菓子 クッキー１袋２１０円 

喫茶店はコロナ感染防止の為、現在自粛中 

ですが Twitterでさんご喫茶を検索してみてく 

ださいね。更新しています 

 

見沼たんぼさんとは、ご縁があって 2012 年から毎年ご支援を頂いております。美味しいものを食べるこ

とは健康な心と身体を作り上げると考えています。新型コロナウイルスが大流行し、自分の身体と心を見

直すきっかけになり、改めて旬の取れたての新鮮なもの、大地と太陽と水をいっぱい浴びた生命力の強い

お野菜や土に触れることは人間の基本で免疫力を上げるパワーなんだと思いました。見沼たんぼさんから

頂いたジャガイモ、里芋、親芋、京芋、芋茎、お野菜等は、施設のおやつとしてスタッフと一緒に蒸かし

たり煮物にしたりコロッケにしたりして美味しくいただきました。感謝申し上げます。 

居宅支援事業所「さんごじゅうご」の名前は、皆さん想像の通りで九九の掛け算３×５＝１５です。 

ふざけた名前でしょ！そんなシャレと楽しい事、新しい事、やったことのない

事ワクワクドキドキなんでも挑戦で、多少のことは気にせずドンとこいのメン

バーが集まった団体です。 

「さんご」では、一緒に障がい者支援に携わって頂ける方を募集しています 

 ＊ボランティアさん  軽作業補助 お掃除等 

＊さんごじゅうご 登録ヘルパーさん      週 1回一時間でも OK   

＊グループホーム 世話人さん（夜勤、早番、遅番） 曜日限定でも OK   

＊2022年 4月から 西区西遊馬に新しい施設 生活介護 開所予定です！  

新規オープニングスタッフ 大募集です。 

★さんごに興味を持った方、お気軽にお問合せください★ 

                             (焼き菓子 チョコクルミクッキー) 
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美園コミュニティセンターまつりに参加 

 9月 24日から 26日までの 3日間、さいたま市緑区の美園コミニティセンターにおいて、「美園コミセン

祭」の一環とするパネル展が開催された。 

 私の知る限りでは、見沼たんぼくらぶ(以下たんぼくらぶ)がこうした行事に参加をするのは初めてでは

ないかと思う。 

今回は行事担当者として、当会場に三日間通ったので、その様子を報告させていただく。 

現在の美園地区は、江戸時代に整備された日光お成り道の大門宿に美園村として存在していた。 

その後、明治、昭和、平成と三度に渡る大合併により、現在はさいたま市緑区に含まれることになった。 

 会場は 1階のエントランスホールで、この場所は玄関と直結したかなりの広さを占めている。 

このホールにおいて、たんぼくらぶ以外では、美園書道サークルなど四団体が参加をしていた。 

 今回の企画は、土曜日曜の開催日であったので、入場者もかなり多く老若男女で賑やかであった。 

開催の初日には、たんぼくらぶの面々が、応援に駆け

つけてくれて、金子館長はじめ会場の関係者とも親し

く懇談をしてくれて、宣伝に役に立った、 

  

見学者の中には、たんぼくらぶ主催の、行事の事をい

くらか知っている方もいて、来年の行事には是非参加

をしてみたいと言ってくれた方もおられ、大変ありが

たかった。 

 初参加のパネル展ではあったが、多くの人達に関心

を持っていただき、当初の目的を達成することができ

たと思う。 

              佐々木明男 記 

 

 

新井一裕氏の逝去を偲んで 

             追悼:田母神昭八 記 

当たんぼくらぶの会長新井一裕氏(元埼玉県庁環境部長)は11月21日に老衰
のため他界されました。 
我が見沼たんぼくらぶの会長を長く勤められました。又、大宮シニアライ

オンズクラブの第 12代と 21代の会長を歴任され、ライオンズクラブ埼玉地
区の委員会の役員も数回選任されました。日本ライオンズクラブ連絡協議会

の代表幹事も務められ、数々の業績を残されました。 
享年87歳でした。誠に素晴らしいその人格は決して忘れることはありません。 
 大宮シニアライオンズクラブが見沼たんぼくらぶの農園づくり団体会員に

参加できたのも、新井会長のお力添えによるものと深く感謝しております。 
 公私に渡るご指導をいただき有難う御座いました。 
見沼たんぼくらぶの会員一同、大宮シニアライオンズクラブの会員一同謹んでお悔やみを申し上げるとと

もにご冥福をお祈り申し上げます。どうぞ安らかにおやすみください。        合掌 
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見沼たんぼくらぶのイベント案内 見沼たんぼくらぶの会員募集 

 

見沼塾 見沼たんぼの野鳥観察 

 

開催日時：2月 6日（日）10時～12時 

集合場所：東武アーバンパークライン 

     大宮公園駅改札口 

     （９時 30分より受付） 

観察コース：大宮公園ー大宮第二公園ー芝川－ 

     大宮第三公園 

講 師： 小峰昇氏 

参加費： 無料 

  

第８４回見沼の自然と史跡を訪ねて 

開催日時：3月 20日（土）9時 30分～12時 

集合場所：ＪＲ京浜東北線さいたま都心駅 

     改札口前のベンチ前 

観察コース：ケヤキ公園―見沼代用水西縁 

     －上山口新田（春の七草）― 

     園蔵院（花木）－中山神社（境内林） 

観察案内：ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレン

ド所属の自然観察指導員による 

 

会員の主宰するイベント情報  

早起きバードウォッチング 

開催日時：1月 9日（日）7時～8時 30分 

集合場所；芝川・石橋（市立大宮体育館下） 

観察コース：芝川・石橋―大和田緑地公園      

     ―大和田緑地公園－芝川・境橋 

     ―大宮第三公園 

主催：ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレンド 

 

第 260回テーマ別グループ別観察会 

開催日時：1月 16日（日）9時 30分～12時 

集合場所：大宮第二公園管理センター  

     9時より受付  

テーマ及び担当者・冬芽の観察；大藤・五十嵐 

         冬鳥の観察；北原・小峯 

主催： ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレンド 

 

 

見沼たんぼくらぶの入会をお勧めします！ 

 

◆季刊「みぬま通信」郵送します。 

◆埼玉県土地水政策課の支援をもとに様々な 

  体験事業を展開しています。 

◆「見沼ふれあい農園づくり」はスタッフが 

  耕し、種蒔きから始める手作業です。 

◆お子様連れの方大歓迎です。 

 

〇 自然観察ハイキング 

   自然観察指導員のガイドで史跡巡り、 

野の花や野鳥などを見て歩きます。 

〇 見沼清掃ボランティア 

11月初めに、大宮市民の森から芝川沿い 

を歩いて、ゴミを集めます。 

〇 斜面林の体験学習 

大和田緑地公園の中で、落ち葉かきその

他を体験します。 

〇 見沼塾 

  見沼たんぼの歴史や文化などを学ぶ 

  学習講座。 

 

年会費  1口  ￥1000円 

 個人（同居の家族単位） 1口以上   

 企業・団体       3口以上 

 


